
 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 卒業証書を一人一人に手渡す際には、しっかりと目を合わせ、笑顔を見せてくれたり、「こくり」

と頷いてくれたりとそれぞれが精一杯最後の思いを込めてくれました。そのたびに一人一人との思

い出がよみがえってきて、目頭が熱くなりました。練習では少し小さめだった返事は、最後尾の保護

者席にも届くような力強いものになりました。それも生徒一人一人の最後の表現だったのだと思い

ます。式辞で台の前に立って改めて子どもたちの顔を見ると、どうにも涙をこらえることができま

せんでした。それほど、彼らは頼もしく、学校を盛り上げ、明るくしてくれる確かな存在だったので

す。学校を共につくってきた頼りになる存在がいなくなってしまう、寂しさと心細さをいつも卒業

式で味わいます。でもまた、この卒業生の姿を見て、新しい９年生が育つのが信濃小中学校の伝統の

強みです。最後の最後まで、立派な姿を見せてくれた９年生に心から感謝です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 答辞を読んだ生徒会長は、最後に感極まってしまいましたが、保護者への 

思い、友への思い、先生方への思いを力強く語ってくれました。 

校長先生の日記⑯ 第１４回 卒業証書授与式が行われました                      

R７.９.９ 

 

 

 

 信濃小中学校では、３月１８日に卒業証書授与式が行われま

した。 

 鈴木文雄信濃町町長様、信濃町教育委員のみなさまのご臨席

を賜り、１年生から８年生が見守る中、卒業生４８名が９年間

の義務教育を終え、この学び舎を巣立っていきました。 

 春を感じるあたたかな日差しの降り注ぐ中、ひときわ大きく、

黒姫山が輝く卒業式の日となりました。友や先生の別れは寂し

いけれど、新しい世界に羽ばたく期待に胸をときめかせ、みな

笑顔で卒業していってくれました。 



 最後の合唱「旅立ちの日に」は、歌が大好きな９年生らしい合唱となりました。 

 静かに去っていく９年生を最後の最後まで全校がしっかり見送ることができました。 

 

卒業生の未来に光あれ！！ 

 

 ご来賓のみなさまからは、大変心温まる式だったとおほめの言葉をいただきました。これもまた信濃小

中の伝統です。 

  

 その後行われた離任式では、１５名の先生方とお別れすることとなりました。 

 別れは本当に悲しいです。そんな別れを感じることも大切なことだと思います。でもまた、４月になっ

て新しい出会いがあって、素敵な新学期が始まる。そんな繰り返しをしながら、子どもたちはぐんぐん育

っていくのだと思います。 

 私たちもまた、新しい気持ちで、４月を迎えたいと思います。 

 １年間本当に、ありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

  


